
令和２年２月７日（金） 13：30～
苫小牧市男女平等参画推進センター ４階 講習室A

苫小牧市総合政策部協働・男女平等参画室

令和元年度 第２回 苫小牧市男女平等参画審議会
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目 的

① LGBTの当事者に対する無意識の偏見や差別を
なくすために、必要最低限の知識を身に着ける

② LGBTの当事者が、安心して暮らすことのできる
環境を整備する

③男女平等参画宣言都市として、世代や性別を超え
人権を尊重し、いきいきとこころ豊かに暮らす社会の
実現に向けて、適切な対応と行動をする
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背 景 必ず近くにいる当事者

「LGBT当事者は8.9%、11.2人に1人」と言われている

LGBT当事者に直接会ったことがないけれど…

※2018年・電通ダイバーシティラボ調べ

多くのLGBT当事者は、
当事者であることを公言していません

●上位８姓とほぼ同数（佐藤、鈴木、高橋、田中、渡辺、伊藤、山本、中村）

●左利き、AB型とほぼ同数
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背 景 必ず近くにいる当事者

Q：現在の職場で性的マイノリティに関する差別的な言動を見聞きしたことがありますか？
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ガイドラインの構成（案）

①多様な性に関する基礎知識
・性の４要素 ・LGBTとSOGI など

②市民への対応
・窓口、電話での対応 ・申請書などの性別欄の取り扱い など

③職場での対応
・職場内での言動 ・ハラスメント など

④相談窓口
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①多様な性に関する基礎知識

①身体の性別
（Sex）

生物学的なオス・メスのことをいう。

性器の有無など、身体的特徴によって、ある程度客
観的に判断される。

②性的指向
（Sexual Orientation）

性的関心がどのような性別に向いているのか。

③性自認
（Gender Identity）

自分の性別をどのように認識しているのか。

④性別表現
（Gender Expression）

服装や立ち居振る舞い等、性自認に関わらず、外部
に向けて表現する性。

※４要素の組合せは多様で「男性」と「女性」のように明確に分けられるものではありません。

性の４要素
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①多様な性に関する基礎知識

SOGI（ソジ・ソギ）

性的指向（S exual Orientation）

性自認（G ender I dentity）

L esbian（レズビアン）女性同性愛者

G ay（ゲイ）男性同性愛者

Bisexual（バイセクシュアル）両性愛者

T ransgender（トランスジェンダー）

出生時に割り当てられた性別とは異
なる性別を自認している人

性的少数者の総称の１つ
多様な性の在り方に関わる

LGBTよりも広い概念
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②市民への対応

府中青年の家事件

～平成２年に公共施設利用を拒否された同性愛者の団体が提訴した裁判の判例～

平成9 年9 月16 日東京高裁平成6 年（ネ）1580 号抜粋

「・・・都教育委員会を含め行政当局としては、その職務を行うについて、少数者である
同性愛者をも視野に入れたきめの細やかな配慮が必要であり、同性愛者の権利、利益を十
分に擁護することが要請されるものと言うべきであって、無関心であったり知識がないと
いうことは公権力の行使にあたるものとして許されないことである。」

心 得
公務に従事するに当たって、性的指向や性自認に関して必要な配慮は、人権の観点からも求められる。
一人ひとりが違うように、性的指向や性自認は人それぞれであり、対応方法も１つではない。
不安を抱えて窓口に来られる方もいるため、事務を行う際は、相手の意向を汲むコミュニケーション
が大切です。
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②市民への対応

（１）窓口対応

＜本人確認の具体的な例＞

◆性別や氏名が周りにわからないよう配慮し、書類等を指差し、尋ねる。
・「この書類で間違いありませんか」
・「こちらでよろしいですか」 など

◆窓口で呼び出す場合は、受付番号等で望ましいが、氏名を呼ぶ場合でも苗字だ
けにするなど、周囲に性別が判明しないように配慮する。

◆一連の手続きで他の窓口につなぐ場合は、多重確認がないように工夫する。

など
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②市民への対応

（２）電話対応

＜望ましい電話対応の例＞

◆相手の意向を確認しながら対応する。
・「～をお聞きしてもよろしいでしょうか」
・「お差支えなければ～」
・「お答えしにくい場合は、お答えしなくても結構です」

など

電話対応の場合は、性別、またはパートナーが同性であることが電話の相手
の周囲に気づかれない配慮が必要です。
パートナーが異性であるという、固定観念、先入観、偏見を持たずに対応す

ることが重要です。
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②市民への対応

（３）申請書類等の性別欄の取り扱い

＜性別欄を設ける場合の記載例＞

◆性別 ①男性 ②女性 ③（ ）※自認する性を記入してください。

◆性別 （ ）※自認する性を記入してください。

◆性別 ①男性 ②女性 ③答えない ※任意
など

法的に義務付けられたものや、事務の性質上必要であるものを除いて、性別欄の有無について合理
的必要性があるかどうかを判断する。

・男女のニーズの違いを明確にし、政策に反映させる必要があるか。
・統計上、性別を知る必要があるか。
・本人確認の要件として、性別も必要か。 など
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②市民への対応

（４）災害時の対応

＜避難所で必要な配慮・想定される課題 例＞

必要な配慮

◆多目的トイレ（着替え、体の清拭などにも利用）
◆本人のニーズをできるだけ尊重した物資支給が受けられる配慮
◆避難所を運営する側に、性的指向や性自認の多様性に対する理解 など

想定される課題

◆更衣室、共同浴場、トイレ
◆物資について周囲の認識と当事者が欲しているものが不一致の場合
（下着、衣類、化粧品 など）
◆周囲の理解不足、偏見 など

災害時は、特別な状況となるため、すべてに対応することは困難ですが、被災者の中に当事者が
一定程度いることを理解しておくことが必要です。
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ガイドラインの構成（案）
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③職場での対応

（１）職場内での言動

当
事
者
に
差
別
的
印
象
を

与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
言
葉

性的指向や性自認は個人の特性であり、自分の無意識や無知により、意図しない言葉や態度が
当事者である本人や、親族などに当事者がいる職員を傷つけることになります。
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③職場での対応

（２）ハラスメントに係る相談体制

※アウティング
当事者の承諾なく、当事者以外がセクシュアリティを第三者に暴露してしまうこと

所属長や上司が相談を受けた際には、本人の訴えを真摯に受け止め、プライバシーに配慮すると
ともに適切な対応に努めます。
また、当人の性的指向や性自認について、他の管理職や周囲との情報共有が必要な場合は、必ず

当人の同意を得た上で行うこととし、当人の了承なしにプライバシーや個人情報が周りに知られる
ことのないように徹底します。
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※好意の告白
※性的指向のカミングアウト
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※アライとは、英語で「同盟者」「協力者」「支持者」という意味。性的少数者を理解し、応援、支援する人々。

21



③職場での対応

（２）ハラスメントに係る相談体制

苫小牧市セクシュアル・ハラスメントの防止等に関する要綱 より抜粋

（趣旨）
第１条 この要綱は、雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律（昭和４７年
法律第１１３号）第２１条第１項の規定に基づき、セクシュアル・ハラスメントの防止及び排除のための措置
並びにセクシュアル・ハラスメントに起因する問題が生じた場合に適切に対応するための措置に関し、必要
な事項を定めるものとする。

セクシュアル・ハラスメントをなくすために職員が認識すべき事項についての指針

第１セクシュアル・ハラスメントをしないようにするために職員が認識すべき事項

１意識の重要性
セクシュアル・ハラスメントをしないようにするためには、職員の一人一人が、次の事項の重要性について
十分認識しなければならない。
・お互いの人格を尊重しあうこと。
・お互いが大切なパートナーであるという意識を持つこと。
・相手を性的な関心の対象としてのみ見る意識をなくすこと。
・女性を劣った性として見る意識をなくすこと。
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④相談窓口
◆ 法律相談
【にじいろ法律相談（札幌弁護士会）】

080-6090-2216
毎月第2火曜日 17：30～19：00 毎月第4金曜日 11：30～13：30 ※祝日を除く

◆ 電話相談
【よりそいホットライン（一般社団法人社会的包摂サポートセンター）】
0120-279-228 （通話料無料）
※全国どこからでも24時間電話相談を受け付けています。

性別や同性愛などに関わる専用回線を設けています。

ガイダンスが流れたら、４番を押してください。

◆ SNS相談
【NPO法人北海道レインボー・リソースセンター L-Port】

LINE @ebx1820z
Twitter ＠LLinq2018
※月に一度、１０代２０代の若年層向けにセクシュアリティなどに関する悩みについて、LINE相談を行っています。

道内のネットワークを結び、情報の案内も行っています。
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